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北
朝
鮮
に
よ
る
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
四
月
五
日
午
前
十
一
時
半
頃
、
北
朝
鮮
は
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
テ
ポ
ド
ン
�
」
の
改
良
型
と
見
ら
れ
る
飛
翔
体
を

発
射
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

政
府
と
し
て
、
今
次
の
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
、
迎
撃
と
い
う
対
抗
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。
従
来
よ
り
政
府
は
、
北
朝
鮮
に
よ
り
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
迎
撃
す
る
と
い
う
方
針
を
有
し
て
お

り
、
ま
た
、
本
年
四
月
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
二
四
六
号
）
で
政
府
は
、
「
我
が
国

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
試
験
の
結
果
等
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
そ
の
技
術
的
信
頼
性
は
高
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
次
の
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
、
政

府
と
し
て
迎
撃
と
い
う
対
抗
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

本
年
四
月
四
日
、
二
度
に
わ
た
り
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
と
の
誤
報
を
防
衛
省
は
流
し
た
と
承
知
す
る
が
、
政

府
と
し
て
右
の
様
な
失
態
を
演
じ
て
し
ま
っ
た
理
由
は
何
か
。

三

本
年
二
月
十
三
日
と
十
四
日
、
先
進
七
カ
国
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
Ｇ
�
）
に
出
席
す
べ
く
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー

マ
に
滞
在
し
た
中
川
昭
一
前
財
務
大
臣
が
、
現
地
時
間
で
同
月
十
四
日
十
五
時
過
ぎ
か
ら
行
わ
れ
た
白
川
方
明
日
本
銀
行
総

一



裁
と
の
共
同
記
者
会
見
（
以
下
、
「
会
見
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
呂
律
が
回
ら
ず
、
不
明
瞭
な
受
け
答
え
を
し
た
と
し

て
大
臣
を
辞
職
す
る
と
い
う
騒
動
が
起
き
た
。
二
の
誤
報
は
、
「
会
見
」
同
様
に
、
政
府
の
情
報
収
集
能
力
、
危
機
管
理
能

力
の
な
さ
を
世
界
中
に
露
呈
し
、
我
が
国
と
し
て
恥
を
さ
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

自
衛
隊
の
最
高
指
揮
権
を
有
す
る
の
は
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
と
承
知
す
る
。
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、
今
次

の
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
、
な
ぜ
自
身
の
前
言
に
反
し
、
迎
撃
と
い
う
対
抗
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
の
前
日
に
な
ぜ
二
度
に
も
わ
た
り
誤
報
が
な
さ
れ
た
の
か
、
自
衛
隊
の
最
高
指
揮
権
者
と
し
て
、
自
衛
隊
に
責
任
を

転
嫁
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
に
よ
り
き
ち
ん
と
国
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
麻
生
総
理
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


